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会
員
、
会
友
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
慰
霊
祭
・
総
会
・
直
会
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
慰
霊
祭

日　

時　

平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

◇
本
誌
23
号
予
定
表
で
は
「
４
月
７

日
（
土
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

会
場
の
都
合
に
よ
り
変
更
し
て
お
り

ま
す
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
い
な

く
ご
予
定
下
さ
い
。

受　

付　

靖
国
神
社
参
集
殿
前
テ
ン
ト
・
午
前

９
時
よ
り
開
始
致
し
ま
す
。

◇
必
ず
受
付
に
て
出
席
者
名
簿
と
ご

照
合
の
上
、
参
集
殿
に
お
集
ま
り
下

さ
い
。
本
会
専
用
の
桜
の
リ
ボ
ン
ワ

ッ
ペ
ン
を
お
貼
り
に
な
っ
た
方
の
み

が
昇
殿
参
拝
が
出
来
ま
す
。

慰
霊
祭　

午
前
10
時
（
ご
本
殿
）

■
定
期
総
会
　

　

慰
霊
祭
終
了
後
、
昨
年
と
同
じ
く
「
靖
国
会

館
」前
に
て
記
念
撮
影
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

同
館
２
階
「
田
安
の
間
」
に
て
正
午
よ
り
開
催

致
し
ま
す
。

■
直
会
（
な
お
ら
い
）

　

総
会
終
了
後
、
そ
の
場
所
が
会
場
と
な
り
ま

す
。
閉
会
は
午
後
３
時
の
予
定
で
す
。

●
お
願
い

◇
同
封
の
出
欠
は
が
き
に
は
、
欠
席
の
方
も
各

項
目
に
ご
記
入
の
上
、
２
月
末
日
ま
で
本
部
に

到
着
す
る
よ
う
に
ご
投
函
下
さ
い
。

◇
本
会
へ
の
年
会
費
（
３
千
円
）、
寄
付
金
、

直
会
費
（
一
名
４
千
５
百
円
）、
玉
串
料
（
一

名
５
百
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
て

２
月
末
日
ま
で
に
お
送
り
下
さ
い
。

◇
受
付
は
毎
年
混
雑
致
し
ま
す
。
そ
の
た
め
受

付
で
の
現
金
の
取
り
扱
い
は
出
来
ま
せ
ん
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

●
宿
泊
希
望
の
方
へ

◇
「
九
段
会
館
」
は
昨
年
の
震
災
に
よ
り
閉
鎖

さ
れ
た
た
め
利
用
出
来
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
け
れ

ば
前
号
で
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
「
ホ
テ
ル
・
ヴ

ィ
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
」は
靖
国
神
社
に
も
近
く
、

ご
推
薦
致
し
ま
す
。
ご
自
身
で
早
め
に
予
約
し

て
下
さ
い
。

◇
「
ホ
テ
ル
・
ヴ
ィ
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
」

住
所
〒
１
０
１
─
０
０
６
５

東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
２
─
４
─
４

電
話
番
号
０
３
─
３
２
２
２
─
８
８
８
０

ご
予
約
は
「
総
合
予
約
セ
ン
タ
ー
」
電
話
番
号

０
３
─
５
３
３
９
─
１
２
０
０
で
す
。「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
」
は
、http://w

w
w
.hvf.jp

で
す
。

平
成
23
年
度
・
マ
ー
シ
ャ
ル
方
面
遺
族
会

永
代
神
楽
祭（
命
日
祭
）斎
行

　

例
年
通
り
本
会
の
永
代
神
楽
祭
は
７
月
15

日
、
靖
国
神
社
「
み
た
ま
祭
第
二
日
祭
」
と
同

平
成
24
年
度

慰
霊
祭
・
総
会
・
直
会
の
ご
案
内

黒
川  

誠

会
長
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日
に
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
の
夏
本
番
の
厳

し
い
暑
さ
の
も
と
で
、当
日
は
遠
路
よ
り
冨
田
、

吉
田
、
櫛
崎
様
を
始
め
何
時
も
の
顔
ぶ
れ
で
昇

殿
参
拝
を
致
し
ま
し
た
。写
真
は
、左
よ
り
星
野

綾
子
・
小
田
原
由
樹
・
晝
間
志
津
子
・
小
田
原

利
子
・
冨
田
キ
ミ
・
内
海
淑
子
・
黒
川
誠
・
吉

田
正
明
・
櫛
崎
馨
・
佐
藤
知
子
の
皆
さ
ん
。

　

当
会
の
命
日
祭
と
し
て
平
成
14
年
７
月
に
永

代
神
楽
祭
を
申
し
込
む
と
き
に
、
命
日
祭
を
何

日
に
す
る
か
非
常
に
難
し
く
決
め
か
ね
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
で
戦
没
さ
れ
た
英
霊
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
、
ル

オ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ウ
オ
ッ
ゼ
、
マ
ロ
エ
ラ

ッ
プ
、
ミ
レ
ー
、
タ
ラ
ワ
、
マ
キ
ン
そ
の
他
の

島
々
で
戦
死
さ
れ
た
日
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

の
で
、当
時
の
晝
間
副
会
長
と
相
談
し
た
結
果
、

靖
国
神
社
の
み
た
ま
祭
第
２
夜
（
15
日
）
を
命

日
祭
と
定
め
、
山
田
道
行
命
、
秋
山
門
造
命
、

柴
崎
恵
次
命
、
西
田
祥
實
命
は
じ
め
３
万
５
千

余
柱
を
奉
慰
顕
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
毎
年
７
月
15
日
を
「
マ
ー
シ
ャ
ル
方

面
遺
族
会
永
代
神
楽
祭
命
日
祭
」
と
定
め
ま
し

た
。
お
一
人
で
も
多
く
参
加
さ
れ
て
昇
殿
参
拝

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　

66
回
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え
た
平
成
23
年
８

月
15
日
、
政
府
が
主
催
す
る
全
国
戦
没
者
追
悼

式
が
東
京
の
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
菅

直
人
首
相
や
全
国
各
地
の
遺
族
ら
約
６
１
０
０

人
が
参
列
し
、
さ
し
も
広
い
会
場
も
満
席
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
正
午
前
に
始
ま
り
、
両
陛
下
の
ご
入

場
後
、
参
列
者
全
員
で
国
家
を
斉
唱
、
黙
祷
の

後
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
遺

族
代
表
は
父
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
失
っ
た
河
西

佐
智
子
さ
ん
（
甲
府
市
・
67
歳
）
が
追
悼
の
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
出
席
者
で
最
年
長
は
、

夫
が
中
国
雲
南
省
で
戦
死
し
た
馬
場
宮
子
さ
ん

（
東
京
都
・
97
歳
）。

　

祭
壇
は
一
般
席
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
の
で

通
路
は
斜
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
献
花
を
す
る

人
た
ち
は
殆
ど
が
高
齢
な
の
で
祭
壇
へ
の
昇
り

降
り
が
見
て
い
て
気
の
毒
な
位
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
毎
年
行
わ
れ
る
追
悼
式
に
い
つ
ま
で
参

加
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
と
自
問
自
答
し
な
が
ら

武
道
館
を
後
に
し
ま
し
た
。
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東
京
都
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
平
和
を
願
う
都
民
の
強

い
決
意
を
表
す
た
め
、
８
月
15
日
の
戦
没
者
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
日
に
、
追
悼
式
を

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
黒
川
会
長
の
代
理
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。
11
時
45
分
開
式
し
、
国
家
斉
唱
、
石

原
慎
太
郎
都
知
事
の
式
辞
に
続
き
、
正
午
の
時

報
に
合
わ
せ
て
黙
祷
。
会
場
壁
面
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
た
武
道
館
の
映
像
を
見
な
が

ら
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
聴
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
議
会
議
長
、
遺
族
連
合
会
会
長
、
遺

族
代
表
に
よ
る
追
悼
の
言
葉
に
続
き
、献
花（
都

知
事
以
下
、
参
列
遺
族
）
が
行
わ
れ
、
１
時
30

分
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。�

（
草
場
）

　

昨
年
10
月
18
日
当
日
祭
が
行
わ
れ
、
当
会
も

出
席
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
と
は
い
え
、
ご
本
殿
は
冷
え

冷
え
と
し
て
厳
粛
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
例
年

通
り
の
式
次
第
に
て
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
の
現
地
慰
霊
に
つ
い
て
は
11
月
３

日
〜
９
日
に
実
施
の
予
定
で
す

　

慰
霊
巡
拝
の
島
は
主
碑
の
あ
る
ク
ェ
ゼ
リ
ン

島
及
び
ル
オ
ッ
ト
島
で
す
。

　

今
回
よ
り
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
へ
の
入
国
許
可
申

請
の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
早
め
の
申
請

を
致
し
た
く
、
現
在
旅
行
会
社
と
打
ち
合
わ
せ

中
で
す
。
申
請
書
類
が
揃
い
次
第
、
厚
生
労
働

省
に
提
出
致
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
現
在
の
参
加
希
望
者
は
16
名
で

す
。�

（
髙
林
）

　

本
誌
24
号
で
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

●「
慰
霊
祭
出
席
者
」欄
で
石
川
正
興
さ
ん（
香

川
県
）
が
、「
寄
付
者
芳
名
」
欄
で
柳
村
摩
耶

子
さ
ん
（
高
知
県
）
の
お
名
前
が
漏
れ
て
お
り

ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
栗
林
徳
五
郎
さ
ん
（
東
京
都
）
よ
り
１
万
円
、

村
田
恵
子
さ
ん
（
千
葉
県
）
よ
り
５
千
円
の
ご

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

●
本
年
度
の
慰
霊
祭
は
３
月
31
日
（
土
）
に
変

更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度

東
京
都
戦
没
者
追
悼
式

平
成
23
年
度

靖
国
神
社
秋
季
例
大
祭

平
成
24
年
度

現
地
慰
霊
巡
拝
の
お
知
ら
せ

　

お
詫
び
と
訂
正
・
追
加
情
報

　

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
が
新
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
す
。
本
誌
で
は
本
部
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
中
心
に
編
集
し
て
来
ま
し
た

が
、
次
号
か
ら
は
新
し
い
時
代
の
「
環
礁
」
と

し
て
出
発
す
る
た
め
に
、
会
員
の
皆
様
か
ら
次

の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
原
稿
を
頂
戴
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
英
霊
と
ご
家
族
の
写
真
と
コ
メ
ン
ト

●
英
霊
の
ご
遺
品
（
手
紙
、
手
帳
な
ど
）

●
会
員
の
皆
様
が
お
ま
と
め
に
な
っ
た
戦
史
、

絵
画
、
俳
句
、
皆
様
の
近
況
を
本
部
に
お
送
り

下
さ
い
。
本
誌
と
Ｈ
Ｐ
に
振
り
分
け
て
大
事
に

掲
載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
雛
形
と
し
て
編
集
部
に
保
存
し

て
い
た
資
料
と
役
員
か
ら
の
原
稿
で
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
ご
送
付
戴
く
写
真
は
大
事
な
も
の

が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
複
写
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の
ア
ド
レ
ス
も
載
せ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。�

（
編
集
部
）

原
稿
募
集
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クェゼリンから送られた写真
夫（故岡野正文）の兄（岡野良之・第六通信隊）
はクェゼリンから数葉の写真を送ってくれまし
た。立膝の形が主人とまったく同じで今更なが
ら感心しています。珍しいと思い巻末に「赤紙」
を載せました。召集令状は真赤な紙と思ってい
ましたがエンジ色でした。その時々で紙の色合
いは変化していたのでしょうか。原寸は天地
15 センチです。 （岡野智津子）

百歳の誕生日
母、内海静枝は明治 44 年 11 月 1 日生まれで
百歳を迎えました。母が長生きしたのは二人の
弟が若くして戦死しておりますので、その命を
貰ったのではないかと考えています。
総理大臣と東京都知事より賞状と記念品を授与
されましたのご報告致します。 　（内海淑子）

本会のオフィシャルロゴと
ドメイン名
本会 HP のドメイン名は、マーシャル方面遺族
会の欧文の頭文字を取った「ミブファ」 と玉砕
日「昭和 19 年 2 月 6 日」を組み合わせて作り
ました。
9 ページ下段でそのスタイルをご覧下さい。

浮
田
元
会
長
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
数
年
後
、
奥
様
か
ら
頂
戴
し
た
浜

木
綿
の
球
根
で
す
が
、
何
年
も
の
間
葉
っ
ぱ
だ
け
で
庭
の
片
隅
に
忘
れ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
頃
か
ら
動
き
が
あ
り
、
今
年
は
立
派
な
大
輪
の
花

を
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
球
根
は
浮
田
元
会
長
が
慰
霊
の
島
か
ら
持
ち
帰
ら

れ
た
も
の
だ
そ
う
で
、
し
ば
し
南
の
碧
い
海
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

三み

そ

と

せ

十
年
経
て　

浜
木
綿
い
か
に
と
問
う
友 服部くにえさんに

（晝間志津子）

MIBFA THE MARSHALL ISLAND
WAR-BEREAVED FAMILIES
ASSOCIATION OF JAPAN
SINCE 1944〜

元気で百歳の誕生日を迎えた母と
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父
・
津
久
井
秀
夫
（
所
属
部
隊
・
１
１
１
設
営

隊
・
戦
没
地
・
タ
ラ
ワ
）

母
・
津
久
井
艶
子
（
妻
・
平
成
21
年
12
月
10
日

没
・
91
歳
）

長
女
・
村
田
恵
子
（
71
歳
）

●

　

八
月
は
ず
っ
し
り
と
心
に
来
る
も
の
が
あ
る

月
で
す
。
今
年
は
ひ
と
際
思
い
の
詰
ま
っ
た
も

の
に
な
り
、
日
本
人
な
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
日
も

ま
た
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

父
の
手
紙
が
印
刷
さ
れ
た
新
聞
が
ボ
ロ
ボ
ロ

に
な
っ
て
見
つ
か
り
、
つ
い
先
日
父
の
実
家
か

ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
津
久
井
秀
夫
実
母
キ

ン
の
死
後
数
十
年
、
誰
も
開
け
た
こ
と
の
な
い

仏
壇
の
引
き
出
し
の
奥
か
ら
茶
色
に
変
色
し
た

紙
が
出
て
き
た
も
の
で
す
。
２
０
１
１
年
７
月

に
発
見
。
茶
色
の
封
筒
は
そ
の
角
か
ら
破
片
に

な
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
と
こ
ぼ
れ
散
り
ま
し
た
。

　

字
も
ま
だ
読
め
な
い
子
供
に
い
つ
か
は
読
む

と
思
っ
た
の
か
、
優
し
い
気
持
ち
で
書
い
て
く

れ
た
若
い
父
親
の
思
い
は
充
分
に
伝
わ
り
ま
し

た
。
懐
か
し
い
父
に
返
事
を
書
い
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。
実
は
ほ
と
ん
ど
実
像
と
し
て
の
感

触
を
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
残
念
で
す
。

父
か
ら
母
へ
の
手
紙

津
久
井
艶
子
殿

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
の
候
と
は
な
っ
た
が
、
と

は
い
う
も
の
の
そ
っ
ち
だ
け
の
話
だ
が
み
な
変

り
は
な
い
か
。
先
日
待
望
の
写
真
在
中
の
手
紙

と�

秋
田
の
伊
東
さ
ん
か
ら
便
り
が
あ
っ
た
と

い
う
ハ
ガ
キ
と
を
一
緒
に
受
け
取
っ
た
。
石
原

さ
ん
よ
り
伊
東
さ
ん
の
ほ
う
が
早
か
っ
た
わ
け

だ
な
。
４
か
月
も
違
っ
た
ん
だ
が
、
今
度
の
手

紙
と
同
じ
で
ア
ベ
コ
ベ
だ
。　

　

ま
あ
何
に
し
て
も
二
人
と
も
元
気
で
結
構

だ
。
写
真
確
か
に
受
け
取
っ
た
。
嬉
し
か
っ
た

よ
。
二
人
で
撮
っ
た
の
で
ど
れ
だ
け
良
か
っ
た

か
わ
か
ら
な
い
。
尚
お
正
月
に
皆
で
写
し
た
の

を
送
っ
て
く
れ
れ
ば
ま
だ
良
か
っ
た
よ
。
確
か

に
恵
子
い
さ
さ
か
固
く
な
っ
た
な
。
し
か
し
大

き
く
な
っ
た
な
。
御
苦
労
。
俺
の
写
真
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
許
可
が
下
っ
た
ら
送
る
よ
。

　

こ
ち
ら
の
話
を
一
ッ
二
ッ
。
土
人
は
皆
煙
草

が
好
き
だ
。
男
の
子
は
も
ち
ろ
ん
女
の
子
で
も

十
歳
か
ら
十
二
、三
歳
位
の
が
ス
パ
ス
パ
皆
旨

そ
う
に
ふ
か
す
。
恵
子
く
ら
い
の
が
チ
ョ
コ
チ

ョ
コ
出
て
き
て
、
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
手
つ
き
で

百
歳
の
オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
へ
、

今
書
く
手
紙

村
田
恵
子
（
千
葉
県
）

親子 3 人で写った唯一の写真。
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受
け
取
っ
て
ス
ー
っ
と
吸
い
込
ん
で
チ
ョ
イ
と

顔
を
し
か
め
て
煙
を
出
し
な
が
ら
ニ
ャ
ッ
と
笑

う
ナ
ン
テ
云
う
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
お
ど
ろ
い

ち
ゃ
ふ
よ
。
よ
く
新
聞
雑
誌
の
現
地
報
告
に
あ

る
通
り
だ
。
し
た
が
っ
て
土
人
と
の
果
物
、
手

工
品
等
の
交
換
は
タ
バ
コ
が
主
だ
。
又
今
日
も

雨
だ
。
二
百
十
日
の
内
地
は
ど
う
だ
ら
う
と
思

っ
て
居
る
。

父
か
ら
私
へ
の
手
紙

ケ
イ
コ
ヘ

　

ケ
イ
コ
ノ
シ
ャ
シ
ン
ト　

オ
サ
カ
ナ
ト　

オ

ダ
ン
ゴ
ト　

ハ
タ
ノ
エ
ヲ　

ミ
マ
シ
タ　

ケ
イ

コ
ハ　

オ
カ
ン
チ
ャ
ン
ノ
イ
フ
コ
ト
ヲ　

ヨ
ク

キ
イ
テ　

ヨ
イ
コ
ニ
ナ
ル
ン
デ
ス
ヨ

　

ネ
ン
ネ
ノ
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ヤ　

オ
ジ
イ
チ
ャ

ン　

オ
バ
ア
チ
ャ
ン　

タ
ダ
オ
ニ
イ
チ
ャ

ン　

エ
イ
コ
チ
ャ
ン
ニ
オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
ガ　

ヨ

ロ
シ
ク
ト
イ
ッ
テ
ク
ダ
サ
イ　

オ
ト
ウ
チ
ャ
ン

ハ　

コ
ン
ド
ヒ
ゲ
ヲ
ハ
ヤ
シ
マ
シ
タ　

ハ
ナ
ノ

シ
タ
モ　

ア
ゴ
モ　

ホ
ホ
モ　

デ
ス　

チ
ョ
ウ

ド　

ク
マ
サ
ン
ノ　

ヨ
ウ
デ　

ケ
イ
コ
ガ
ミ
タ

ラ　

キ
ッ
ト
ビ
ッ
ク
リ　

ス
ル
デ
セ
ウ　
　

ケ

イ
コ
ナ
ク
カ
ナ　

ケ
イ
コ
ハ　

ソ
ン
ナ
ヨ
ワ
ム

シ
デ
ハ
ナ
イ
ネ　

ケ
イ
コ
ガ
ヨ
イ
コ
ニ
ナ
ル
ヨ

ウ　

オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
ハ　

イ
ツ
モ　

カ
ミ
サ
マ

ニ　

オ
ガ
ン
デ
イ
マ
ス
。

（
１
９
４
３
年
秋
に
書
か
れ
た
も
の
。
同
年
11

月
23
日
玉
砕
）。

　

こ
ち
ら
か
ら
の
写
真
は
５
月
26
日
撮
影
。
戦

地
ま
で
は
３
、４
か
月
か
か
っ
た
模
様
。

私
か
ら
父
へ
の
手
紙

　

手
紙
は
カ
ナ
文
字
で
書
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
は
漢
字
と
平
仮
名
に
致
し
ま
し
た
。

　

恵
子
は
お
返
事
を
書
か
ず
に
い
る
う
ち
に
71

歳
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
２
０
１
１
年
に
な

り
ま
す
。
今
日
は
７
月
18
日
、
祭
日
で
す
。
海

の
記
念
日
と
言
う
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
記

念
日
知
ら
な
か
っ
た
ー
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
、
私
も
忘
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
新
し
い

祭
日
ね
。

　

海
の
記
念
日
か
ー
、
お
と
う
ち
ゃ
ん
が
遠
い

海
の
島
で
玉
砕
と
言
う
恵
子
の
知
ら
な
い
言
葉

で
、
サ
ヨ
ナ
ラ
し
た
の
に
、
ケ
イ
コ
は
良
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
周
り
で「
名
誉
の
戦
死
、

名
誉
の
戦
死
」
と
威
張
っ
て
言
う
の
で
、
恵
子

も
、
う
ち
だ
っ
て
、
お
と
う
ち
ゃ
ん
、
戦
死
し

た
ん
だ
よ
ー
と
威
張
っ
て
、
離
れ
の
お
部
屋
の

格
子
窓
に
よ
じ
登
っ
て
大
声
で
言
っ
た
。
そ
の

時
の
「
ネ
ン
ネ
の
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
」
の
お
口
を

開
け
た
ま
ま
、
じ
ー
っ
と
私
の
顔
を
見
て
い
た

眼
、
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
カ
リ
エ
ス
で
寝
た

き
り
だ
っ
た
優
し
い
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
お

布
団
に
寝
た
ま
ま
何
も
言
わ
ず
、
い
つ
ま
で
も

私
を
見
つ
め
て
い
た
。

　

お
と
う
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
は
８
月
12
日
だ
と

言
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
８
月
は
終

戦
記
念
日
（
お
と
う
ち
ゃ
ん
、
知
っ
て
た
？
）

15
日
よ
。
そ
し
て
お
母
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
は
８

月
19
日
。
両
親
が
８
月
に
生
ま
れ
て
、
戦
争
の

終
っ
た
の
が
８
月
で
、　

11
月
は
「
10
日
、
23

日
」、
恵
子
の
誕
生
日
と
お
父
ち
ゃ
ん
の
「
居

な
く
な
っ
た
日
」
ね
。
11
月
25
日
と
い
う
の
が

正
式
発
表
だ
そ
う
で
す
が
、
本
当
の
そ
の
日
は

昭和 18 年 5 月 26 日撮影。恵子四歳六カ月。
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23
日
で
す
っ
て
。

　

思
い
出
さ
な
い
で
き
た
分
、
恵
子
は
淋
し
く

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
く
な
っ
て

学
校
も
卒
業
し
て
、
母
親
だ
け
で
は
就
職
も
ハ

ン
デ
あ
る
よ
と
言
わ
れ
た
の
に
、
ナ
ー
ニ
そ
ん

な
も
ん
、
あ
た
し
全
然
感
じ
た
こ
と
無
か
っ
た

も
ん
、
と
言
っ
て
た
こ
と
は
、
実
は
本
当
で
し

た
。
英
語
使
う
仕
事
だ
っ
た
か
ら
，
本
当
な
ら

敵
の
言
葉
な
の
か
し
ら
、
で
も
戦
争
前
の
お
と

う
ち
ゃ
ん
の
仕
事
は
神
戸
の
「
弘
南
商
会
」
と

い
う
貿
易
会
社
で
本
当
に
一
番
楽
し
い
時
代
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ス
ラ
バ
ヤ
に
本
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
の

可
愛
い
が
っ
て
い
た
Ｎ
．
Ｋ
．
ビ
ス
ワ
ス
さ
ん

の
ニ
ホ
ン
語
の
手
紙
、
大
事
に
と
っ
て
あ
っ
た

で
し
ょ
、
一
緒
に
働
い
て
い
た
の
は
お
父
ち
ゃ

ん
の
お
兄
い
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。
と
て
も
仲
良
し

で
二
人
と
も
輝
い
て
い
た
で
し
ょ
。
ビ
ー
ル
を

向
い
あ
っ
て
飲
ん
で
い
る
二
人
の
顔
、
双
子
み

た
い
で
す
。
写
真
の
中
で
は
若
い
ま
ま
、
笑
っ

た
ま
ま
時
が
止
ま
っ
て
い
る
。

　

今
や
っ
と
わ
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
あ
ま
り

に
悲
し
く
て
凄
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
考
え
な
い

よ
う
に
し
て
き
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
悲
し
く

も
な
か
っ
た
の
だ
し
、
泣
く
こ
と
も
な
か
っ
た

の
。
考
え
な
け
れ
ば
悲
し
く
も
な
い
も
の
ね
。

き
っ
と
蓋
を
し
た
ま
ま
で
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

　

蓋
を
し
て
あ
る
こ
と
も
気
が
つ
か
な
か
っ

た
。
あ
の
と
き
な
ぜ
絶
対
に
お
母
ち
ゃ
ん
の
前

で
は
泣
い
て
は
い
け
な
い
の
だ
、
と
決
め
て
し

ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
自
分
の
こ
と
を
考

え
る
時
間
が
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
も
短
く
な
っ

て
き
た
の
か
、
こ
の
ご
ろ
お
父
ち
ゃ
ん
が
恋
し

い
。
懐
か
し
く
て
た
ま
ら
な
い
時
が
あ
る
の
。

ケ
イ
コ
に
書
い
て
く
れ
た
た
っ
た
一
通
の
南
の

島
か
ら
の
お
手
紙
、
今
に
な
っ
て
何
回
も
読
ん

で
は
ナ
ツ
カ
シ
ク
テ
懐
か
し
く
て
、
や
っ
と
涙

が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
し
た
。

　
「
ケ
イ
コ
」
と
い
う
名
前
が
７
回
書
い
て
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
泣
か
な
い
で（
泣
け
な
い
で
）

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
め
ん
ね　

お
と
う
ち

ゃ
ん
。
私
に
も
ち
ゃ
ん
と
オ
ト
ウ
チ
ャ
ン
が
い

た
こ
と
や
っ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
守
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
神
様
に
お
願
い
し
て
い
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
願
い
は
届
き
ま
し
た
、

ケ
イ
コ
は
幸
せ
に
守
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思

う
。
苦
し
か
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
、

無
事
に
年
を
と
り
ま
し
た
。

　

お
母
ち
ゃ
ん
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
言
っ
て

あ
げ
ら
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
、
ケ
イ
コ
は
お

母
ち
ゃ
ん
に
優
し
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
も
お
と
う
ち
ゃ
ん
、
ゴ
メ
ン
。
私
た
ち
の
時

間
は
と
て
も
苦
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
オ

カ
ア
チ
ャ
ン
の
苦
労
、
本
当
の
苦
労
を
お
母
ち

ゃ
ん
は
ほ
と
ん
ど
口
に
し
な
い
で
説
明
も
し
な

い
で
、
ケ
イ
コ
は
の
ん
き
の
ま
ま
大
き
く
な
り

ま
し
た
。

　
「
恵
子
に
は
な
ん
で
も
好
き
な
こ
と
を
さ
せ

て
や
っ
て
く
れ
」
と
お
父
ち
ゃ
ん
が
言
っ
て
い

た
と
聞
い
て
、
ふ
ー
ん
、
と
思
っ
た
だ
け
。
自

分
の
一
番
欲
し
か
っ
た
自
由
が
手
に
入
ら
な
か

っ
た
（
よ
う
に
思
え
て
）
苦
し
か
っ
た
の
で
す
。

自
由
、
そ
れ
は
責
任
を
果
た
し
て
か
ら
と
い
う

こ
と
、
当
た
り
前
だ
っ
た
の
に
。
お
か
あ
ち
ゃ

ん
は
自
分
の
力
で
出
来
る
だ
け
は
し
ま
し
た
。

言
い
訳
を
せ
ず
、
説
明
を
せ
ず
、
親
と
家
の
た

タラワ島慰霊時の母（私と同じ 71 歳）
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め
に
弟
妹
の
ぶ
ん
ま
で
し
て
し
ま
っ
た
、我
慢
、

我
慢
の
一
生
で
、
子
供
の
た
め
だ
け
に
生
き
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
残
る
子
供
に
と
っ
て

は
自
分
が
な
い
人
生
だ
っ
た
こ
と
は
（
実
は
そ

れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で
）
悲
し
く
苦
し
い

こ
と
で
す
。

　

で
も
、
お
と
う
ち
ゃ
ん
と
の
約
束
は
果
た
し

ま
し
た
ね
。
私
は
今
、
た
だ
あ
り
が
と
う
と
言

い
た
い
で
す
。

村
田
恵
子
よ
り

結
び

　

今
ま
で
父
親
の
こ
と
を
口
に
す
る
の
は
な
ぜ

か
悪
い
こ
と
、
あ
ま
り
話
題
に
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
（
本
当
は
そ
う
で
も

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
）
長
い
こ
と
封
印
し

て
き
ま
し
た
。
全
く
泣
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

当
時
は
た
く
さ
ん
の
出
来
事
が
あ
り
過
ぎ

て
、
母
の
実
家
で
の
居
候
生
活
の
中
で
感
情
を

恐
ら
く
殺
し
て
過
ご
し
て
き
た
よ
う
で
す
が
、

今
や
っ
と
そ
ん
な
に
手
の
届
く
近
い
過
去
に
あ

っ
た
こ
と
、
な
か
な
か
、
自
分
の
大
切
な
人
な

の
に
遠
い
遠
い
人
に
感
じ
ま
す
。
恐
ら
く
母
の

実
家
に
戻
り
、
厳
し
い
祖
父
母
の
も
と
で
日
中

は
働
き
に
出
て
い
た
母
に
心
配
を
か
け
る
こ
と

は
子
供
な
が
ら
に
（
父
を
戦
場
に
送
っ
た
の
が

２
歳
半
、
そ
の
ま
ま
死
別
し
た
の
が
４
歳
半
、

父
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
）
出
来
な
い
こ
と
を

感
じ
て
い
た
も
の
と
見
え
ま
す
。

　

当
時
、
祖
父
母
は
長
男
を
名
古
屋
の
大
空
襲

で
亡
く
し
（
勤
務
先
の
三
菱
工
場
防
空
壕
へ
の

直
撃
弾
）
長
男
の
嫁
も
死
亡
、
娘
婿
は
戦
死
、

末
息
子
は
戦
場
へ
と
苦
し
い
時
代
に
続
い
て
戦

後
は
農
地
改
革
で
ほ
と
ん
ど
の
土
地
を
取
ら
れ

て
苦
し
い
時
代
を
耐
え
ま
し
た
。
祖
父
が
そ
の

た
め
に
病
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
厳

密
に
は
、
耐
え
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
を
知
る
人
た
ち
は
周
り

に
い
な
く
な
り
ま
し
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マーシャル方面の新聞記事は
ありませんか？
三男の戦死を報じる新聞がボロボロになって残っ
ていました。父が残しておいてくれたのだと思い
ます。皆様の手元にある当時を偲ぶ新聞や印刷物
をご提供下さい！ （黒川誠）

想い出写真館（一枚の写真） 古いアルバムの中から思いがけず
懐かしい写真が出てきた。それは
小生（21 歳）が陸軍の兵隊として
現役入隊前日に撮ったものである。
両親も若かったが我等兄妹が全員
揃っている本当に懐かしい時代であった。
現代の世相では想像もつかないであろう祝入隊の
幟や旗が家の前に堂々と誇らしげに立てられてい
る。この幟や旗は、親戚、友人、知人より贈られ
たものである。既に戦時下にあった日本は、現役
で入営するもの、召集令状で出征するものが次第
に多くなって行く時代であった。
家族全員で撮った写真はこれだけである。写真デ
ータ：昭和 14 年 1 月 7 日撮影。
戦没した三男は後列左端。前列左から母ツネ、四
女芳子、三女喜代子、父黒川清一郎、長女節子、
次女イネ子、二列目が誠、後列左が三男、四男直
吉。 （黒川誠）

会
員　

黒
川
誠
（
続
柄
・
兄
）

戦
没
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氏
名　
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・
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年
月
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ト
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／
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／
６
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属
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７
５
５
空



- 1 0 -

平成 24 年 2 月 1日

- 1 1 -

環 礁

平成24年度〜25年度行事予定表
マーシャル方面遺族会

年 月 日 曜 開始時間 場 所 行 事
24 1 2 月 靖国神社 平成 25 年度　慰霊祭申込み
24 1 2 月 靖国会館 平成 25 年度　総会　直会の申し込み
24 1 15 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 25 号の発送他

24 3 11 日 午前 10 時 平塚橋会館 平成 24 年度　慰霊祭の準備会議
24 3 31 土 靖国神社 平成 24 年度　慰霊祭　総会　直会
24 4 22 日 靖国神社 春季例大祭当日祭

24 5 13 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 26 号の編集他
24 5 千鳥ケ淵墓苑拝礼式　期日未定

24 6 10 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 26 号の校正他

24 7 15 日 午後 2 時 靖国神社 永代神楽祭命日祭（マーシャル方面遺族会）
24 7 29 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 26 号の発送

24 8 15 水 日本武道館 全国戦没者追悼式
24 8 15 水 文京ホール 東京都戦没者追悼式

24 9 16 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 27 号の編集他

24 10 14 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 27 号の校正他
24 10 18 木 靖国神社 秋季例大祭当日祭
24 10 沖縄戦没者追悼式（東京都遺族連合会）

24 11 3 土 現地慰霊巡拝（〜 9 日）

25 1 2 水 靖国神社 平成 26 年度　慰霊祭の申し込み
25 1 2 水 靖国会館 同　上　総会　直会　の申し込み
25 1 13 日 午前 10 時 平塚橋会館 本部だより 27 号の発送他

25 3 17 日 午前 10 時 平塚橋会館 平成 25 年度　慰霊祭の準備会議
25 3 31 日 靖国神社 平成 25 年度　慰霊祭　総会　直会

役員会本部会議室（平塚橋会館）  TEL03-3783-6849
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はがき通信

お元気ですか？

①お元気ですか？

②差し支えなければお歳は

③ご家族の状況

④心に残る想い出

⑤「本部だより」に対するご意見

⑥趣味、お稽古ごとなど」

⑦当会へのご要望、その他

1967 年タラワを慰霊の旅のときの浮田信家
氏。透き通るような青い海、こんな美しい海
で戦いが続いたとは思えません。遺骨収集慰
霊には島の人々が協力してくれました。私は
同行しましたが、浮田さんの終始真剣な態度
には頭の下がる思いでした。 （徳原徳子）


